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1. はじめに

自動車ボディーの衝突安全性向上や省エネルギーのため
の軽量化を始めとする技術動向にともない，より高強度化
した鋼板のニーズが年々高まっている。これに対応して，
鉄鋼メーカーでは，鋼の組織や析出物を制御する技術を駆
使した高強度鋼板の開発が精力的に行われている。当社が
開発した「NANOハイテン」は，フェライト組織中にナノ
メートルサイズの Ti-Mo複合炭化物を析出させることによ
り高い強度と加工性の両立を実現した，新しいタイプの高
強度鋼である 1,2）。この例のような微量添加元素（マイクロ
アロイ）による高度な析出強化技術を駆使して高強度鋼開
発を効率よく進めるためには，マイクロアロイの鋼中での
析出状態を明らかにし，機械特性に直結するナノメートル
オーダー以下の析出物のサイズおよび析出量を明らかにす
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2. 実験

2.1 試料

質量百分率で
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し，フーリエ変換を行った結果を Fig. 2に示す。フーリエ
変換は，Mo原子の周りに存在する原子の動径分布に関係
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本研究で用いた鋼では，高温での保持開始からの析出率の
増加挙動に TiとMoとで明確な差があることが分かった。
TiとMoを複合添加した「NANOハイテン」では，直径が
数メートルの (Ti,Mo)Cが形成されることで高い強度が実
現している 1,2,9）。また，Moは Tiとともに添加されること
で初めて析出できることが分かっている 6）。XAFS解析に
より明らかとなった加熱保持初期のTiとMoの析出挙動は，
このような炭化物の形成メカニズムを考える上で貴重な基
礎データになるものと考えられる。
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